
コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全ま（消安ま）で指定され 
る特定保守製品です。 

法定点検を受けるために所有者登録を巧ってください。 

(製品に同姻した r 所有者票」に記入し投函願います。） 


正しく使って上手に節約 


エフエフジーエツクス エム エフエフジーエツクス エム 

FF-GX5510M • FF-GX4S10M 



このたびは、コ□ナ石油ス I -ーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる所(こ「保証書」*「工事説明書」 
となに大切に保管しでください。 



□ 特にま意しでいただ含たいこと 


(安全のために必すお守りください） -1 〜3 


旦使用する場所 --………— - …….……. - —— 3 

且き部の名称-4〜5 

□ 使用前の準備 -= - — 6~7 

且使用方法（使いち）- 7〜11 

□ ミき装置-12 

□ その他の装置-13 

□ 日常の点検-手入れ-14〜15 

回定期点検^^- ^16 

田]故障•異常の見分け方と処置方法一17〜19 

田部品交換のしかた^——- 20 

旧 保管（長期間使巧しない場台）-20 

旧仕様 --—- 21〜22 

旧 アフターサービス-22 

旧 据え巧け.移設- 23-24 


A 警告 



KEROSENE ONLY 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：0油 


A 警告 


給排気筒を必ず 
点検しでください 





















































































特にま意していただまたいことほをのためにあずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意日未はなのよラになつでいます。内容をよ 
く理解しでから本文をお読みください。 


A 危険 
A 警告 
A 注意 

絵表示の例 


この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または乂災の危 
険び差し迫って生じることび想定される内容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または乂災の 
可能性び想定される内容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ巧能性や物的損害の発生び想 
定される内客を示しでいます。 


A 么記号はミ主意を促す内客びあることを告げるちのです。 

パ\ 図の中に具体的なミ主意内容(左図の場合は一般のなを意)び描かれでいます。 

( S ) 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

L 胃図の中や近傍に具体的な禁止内容佐図の場台はガソリン禁止)び描かれでいます。 

A 〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグをコン t ントから巧いでくだ 
さい)び描かれでいます。 


A 警告 (WARNING) 


カソリン厳禁 

ガソ IJ ンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使用 
しないでください。乂災の原因になります。 

給排気筒トップ閱そく危険 

給排気筒トップの周りび雪でふさがれたま 
まで使用しないでください。ふさびれでい個 
るとさは、除雪しでください。 rn 

また、板など(こよる「雪囲い」は給排気の° 
妨げになるのでおやめください。 

閱そくしでいると運転中に排ガスび室内に，一 
ちれで、鎌です。 ™ 


温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取 
入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、乂災の原因 
になります。 


定期点検の実施 

定期的に年(こ 1 回程度）（こ点検•整備 
を受けでください。 

点検を受けす(こ長期間使用し続けると、 r . 
故障や事故の原因になり危険です。 一 

点検-整備はお買い求めの販売店や資> 
格者のいる店に依頼しでください。 ‘ 


(§) 

商 


給排気筒外れ危険 mamm 

給排気筒（管、ホース）び外れたまま使 [51 jfe IXJ 
用しないでください。 ^ 

外れでいると運転中に排ガスび室内にち ^ 

れで、危険です。 ノノり 

給排気筒トップにはを網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけのための金網 fSli f _ 
などは付けないでください。 [: m / Ca 

給排気の妨げになり、異常燃焼を起こし排 I Xj 

ガスび室内に漏れるな能性びあり危険です。 

衣類の乾燥厳禁 mrr /C\ 

巧類などの乾燥には使用しないでください 。^ (\) 

巧類び落下しで乂びつき、乂災の原因に 
なります。 I I 

スプレー生厳禁 ~グ、 

スプレー生や力 t ットこんろ用ボンべ ミが幼 1 X 1 

などを、温風のあたるところに放置し《《(争化^た57/ 

ないでください。熱であの圧力び上がり、巧眉もリ 
爆発しで危険です。_ 

ご自身での据付け-移設工事の厳禁りグ ご、 

お客様ご自身(こよる工事は危険です。にご巧 y — し 
据巧け工事は販売店や専門業客にご依■■ぶが^^ 

(ストーブを移設させる場合も同じです。） お^ 



0 



裸® 




カーテン.可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのを 
近づけないでください。 

乂災び発生するおそれびありグ^ 
ます。可燃物との離隔距離に 
ついでは標準据付け図例 
に 3 ページ)を参照しでください。 I 


么ま意 (C AUTIO N) 

黑止/> /VI ^ち油時消义 

f い f /v >/ 乂災のおそれびあります 
/; ので、給ミ由は、必す消乂 > 

し、乂の気のないところ 
ドろ备ド で巧つでくださし、。 




巧 








么注意 (CAUTION) 


〇 


油漏れ確認 _ £] 

油タンク • ム製お脂.\ • 

接合部•給油コックおよび 確認 /^II 

機器などからのなミ由漏れび 
ないことを確認のに使用 i 罐 

な油び漏れでいると火災の 
おそれびあります。 

異常時使用禁止 ^§3 ^ 

巧-異常を感じたときは、使 I \ 

用しないでください。 ^ 

異常燃焼のおそれびあります。 I 

高ミ届部接触禁止 /资^ 

燃焼中や消乂直後は、高温部 ^ jrz 三彰 
(スト-ブ前面のグリルの周迈や [❖ V / l f ^ 
枠上部前面など）、給排気筒卜、ソプ 
に手などふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 、 — 

腰をかけたり、物をのせないで に 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで 
ください。 ^ 

機器の故障ややけどのおそれが'あります。 

機器の上に花びんや水を入れたちのなどを置かないで 
ください。水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 




0 

0 
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電源コードを傷めない ^ . 

電源コードに無理な力を如え ， * 

たり、物をのせないでくださ 
い。また、電源プラヴを抜く 
ときは、コードを持って引き/が^ 

抜かないでください。乂災や感電の原因になります。 


0 


長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必す 
電源プラグをコンじントから抜いでください。 

乂災や予想しない事故の原因になります。 


口油の保管 

な'油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰化 
をさけた場所に保管しで < ださい。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 
誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あり 
ます。 

フィルタをはずしての運お禁止 

巧流用送風機のフィルタをはすした状態で運転し 
ますと、カーテンなどを巻きこんで乂災になるお 
それびあります。 

また手などふれるとけびをするおそれびあります。 


€ 

〇 


0 


電源の接続 

電源は適正配線された単ホ目 100 V のコン t ント 
外は使用しないでください。発熱•発乂の原因に 
なります。電源コードは、途中で接続したり、延 
長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱•発乂の原因になります。 

分解修理の禁止 

故障.破損したら、使用しな ％ミ/巧） 

ま、危険です。願を 

温風に直接あたらない _ 

温風に直接長時間あたらない ""7 心^ IN 

でください。 rki 

イ氏温やけどや脱水症がになる， 1 
おそれびあります。 

改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ストーブ 
や給排気筒には床暖房用の熱交換器などを取りイ寸 
けないでください。 

乂災や排ガスび室内にちれる原因となり危険です。 

電源プラグは確実に差しこむ^^^ 

電源プラグはコンじントに根元まで確実に 
差しこんでください。また、傷んだプラク;が^^ 
やゆるんだコンじントは使用しないで 
ください。乂災の原因になります。ぐ一一^ ^ 
めれた手での巧き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 

電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこりおよび金属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり乂災 
の原因になります。 

変質な油禁止 

変質な油、不純な油（ちれたな油、水の混じって 
いるな油など）を使用しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれが'あります。 

指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を 
入れないでください。 

クガや乂災の原因になります。 

初めてお使いになるときのを意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼き 
付くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなっでください。 

また、小鳥やル動物などに景ミ響する場含が'考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでください。 


0 



0 


0 

〇 


© 

0 

0 
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么注意 (CAUTION) 



お願い （ NOTICE) 


機器を廃棄ずるとさのま意 打油の廃棄 

ス I -ーブを廃棄処分するときは、定油面器のな油を な油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった 

抜き取っでください。 （15 ページ） 販売店にご相談ください。 

な油を入ったまま廃棄すると IJ サイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 


国使用ずる場所 

ス I -ーブを安全に使用するためには、場所の選定び大切です。 

安全に使用ずるために 


•マントルピースなどに据え付ける場合は、標準据え付け例にしたびつでく 
ださい。 （[1^23 ぺージ） 


標高び1500上の場所では使用しないでください。高地で使用される 
場合は調整び必要です。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。詳しくは、エ 
事説明書^韩長 fcibi ミ 5! 巧 ka をご覧ください。 ) 


‘圍 


効果的に使用するために 

京の下や壁面に設置 

•外気に接する窓の下や 
壁面(こ置くと、ち気び 
ストーブで暖められ、 

温風としで巧流します 
ので効果的です。 


3 



温風の循環を巧ばないで 

参 I ご注意 I ストーブの前面に障害物を置か 
ないでください。 

障害物びあると、部屋の温度にむらびで 
きるばかりでなく、本体の温度び上昇し 
で危険です。 


参ストーブの前面の空間を広くとれる場所を選んでください。 



X 


参温室、飼育室、乾燥室などでは絶巧使用しないでください。 

参温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでください。 










回さ部の名赖 

却観図_ 



操作部*表示部 
定油面器リじットボタン 



本体固定を具 

左側板ふた 

給排気筒本体 
給排気筒ふた 
給排気筒トップ 

給気ホース(内部） 

排気管巧け検知用 U — ド線 

(内部） 


構造図 


巧流用送風機(内部) 
放熱器 

スケルトン 

バーナヘッド 
リンブ(内部） 



燃焼用送風機 
フレーム □ッド 
ポツ トパーナ 
気化筒(内部） 


過熱防止装置 
(サーモスタット) 


機内サーミスタ(内部） 

過熱防止装置 
(安きサーモスタット） 

不完全燃焼防止装置 
(ガスじンサー※） 

ち側板ふた 

プリント配線板 

電極(点乂プラグ） 

電磁ポンプ(内部） 

イグナイタ 

定油面器(内部） 

巧震 S 動消乂装置 


X運転中はガスたンサーび発光-点滅する為、 
隙間から化び見えることびあります。 



















































































































操作部-表示部の名称と働き ※イラストは説明のためを部表示したが態にしであります。 


おやずみ1時固運巧キー 


おやすみ1時間タイマー運 
転をじット•解除をするとき 
に押します。 


点の 

おやすみ1時間 


運転中 


操作音じット：ピッ 
解除：ププッ 
(欧11ぺージ） 


eco 運巧キー 


eco 運転のじット-辭除を 
するときに押します。 


点の eco 運転中 


操作音じット：ピッ 
解除：ププッ 
(防8ぺージ） 


白動運巧キー 


ルームサーモじンサーによ 
る自動運輯で暖房するとさ 
に巧します。 

じ*?の1 


デジタル表示部に設定温度 
と室内温度び表示されます。 
操作音たット：ピッ 
エラー：ピピッ 
(欧7 • 8ぺージ） 


デジタルま巧 S 


運乾中点なするバ 
ツクライト機能付 
きです。 


設定温度室内温度 


微か/义力胡換キー 


自動運輯から微少/手動によ 
る固定乂力運転に切りかえ 
るときに巧します。 


デジタル表示部に、 「Lo」 
び表示されます。 

操作音 

微少/乂力切換たット：ピッ 
乂力じット：ピッ 
Lo じット：プッ 
(欧7 • 8 • 24ぺージ） 




乂力の^グ q 


1^^ 


チャイルド□ツク 
(停止か3回押し) 



•一^ 

運転 

勤け心 

' 一お心一—一 


微少_ 

1.0.1. c '.： l .'- I . l-I 


おはよラタイ7—キー 


おはよラタイマー運輯をじ 
ットするときに巧します。 
運輯中に巧すとおはよラタ 
イ7—待機状態になります。 
おはよラタイマー待機中は 
デジタル表示部に現在時刻 
び表示されます。 


点な 

おはよラタイマー 


運転中 


操作音 t ット：ピッ 
解除：ププッ 
(欧10ぺージ） 


チャイルド□ックキー 


チャイルド□ックのじット • 
解除をするときに巧します。 
チャイルド□ック時、デジタ 
ル表示部にび表示され 
ます。 

操作音じット：ピッ 
解除：ププッ 
(防11ぺージ） 


表/テ、胡換キー 


現在時刻合せおよび、おは 
よラタイマー時刻合せの設 
定切りかえをします。 

巧すごとに「現在時刻」「現在 
時刻合せ」「タイマー時刻合 
せ」の順塞にのりかわります。 
5秒]^上操作びない場含は、 
初期表示に戻ります。 

操作音押す：ピッ 
戻る：ププッ 
(欧9 • 10ぺージ） 


温度設定キー 


温度を変えるとさに巧しま 
す。 

操作音 

+/温度を上げる：ピツ 
一/温度を下げる：プツ 
(欧8ぺージ） 


時刻をせキー 


現在時刻、おはよラタイマ 
-時刻を合わせるときに巧 
します。 

操作音 

時/時合わせ：プッ 
分/分合わせ：ピッ 
(肠9 -10ぺージ） 


運巧ボタン 


運転•停止をするとさに押し 
ます。 

点の 

燃焼中 

(じーブ消乂中ち点な） 

点滅 

予熱中 

(予熱完3後自動点乂） 

早い点滅 

何かの原因で自動消乂 

操作音 

(欧7 • 

運転：ピッ 
停止：ププッ 
8.10.24ぺ-ジ） 


•顯 iBKa 

鲁停電や電源コードを抜いでち、設定温度や設定した固定乂力および eco 運輯 
は、記憶しでいます。 


















































































因使用前の準備 

燃料 


燃料は必すな油 （ J に1导な油）を使用しでください。 

ガソリンなど揮発性の高い油は、乂災の原因になりますので絶巧に使用しないでください。 
♦ 1么注意1 変質口油、ミちれたなミ由、水の混じっている口油などは、絶対に使用しないでください。 
•胃意 I ロミ由は、必す乂気-雨水-ごみ-高温および直射日光をさけた場所に保管しでください。 


(§) 

0 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 昨シーズンよ 

ます。 り持ち越しの 

(乂の気のない所でおこなつでください。） の ミ 由 


泡 X 涵 


巧油は 
めれたまま 


ガソリンは 
すぐ乾く 


0 


韻 !) 



長期間曰化に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した巧油 

0 


容器のふたび水-ごみやの 
開けであったり、ミ由な外のミ由び 
乳白色のポリほんのねすか 
容器で保管しでち混入した 
たロミをロミを 


0 




— •ごみ•ガソリン‘1 
が / i 重油•機械ミ由- 
1^/ I でんぷら;'由… 


参極度に変質したち 
のは、黄色日未びか 
ったり、すっぱい 
臭いびします。 

•必すなミ由用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•なミ由はシーズン中 
に使いきりましよう。 


■変質の油や不純な油を使用すると… 

•ミ由の程度にちよりますび、燃焼不良をおこしたり、ス I -ーブの損傷を早め、故障の原因になります。 
•水やごみび送ミ由経路(こ流れこみ、燃焼不良や着火不良の原因になります。 

■巧一変質な油や不純の油を使用したときは… 

•お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


変質の油、不純な油び原因で修理を依頼されたときは、保証期間かでち保証の対象外となります。 
変質の油の処理でお困りの場含は、の油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


-給ミ由器具 


送ミ由バルブ 
水グージ 
水おさパルブ 


■給油の際の手順と注意 

•送油バルブを閱じで給ミ由□ふたをはすし、市販の給油器具でなミ由を給ミ由し 
でください。 

ミ由量計の針び「満」をさしたら給ミ由をやめでください。 

•給油□ふたを必すちとどおりに確実にしめでください。 

参給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にミ主意しでください。 


^ m ■給油□ふたは、確実に締めてください。 

ミ由タンク ' ^ - ■こぼれたな油はよくふさとってください。 

♦ I 么注意 I :災のむそれびちりますので、給ミ由は、/必す消火し、火の気の 
ないところで巧っでください。 

■燃料切れの注意と空気巧さの方法 
油タンクを空にしないよラま意しでください。 

•ミ由タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気びたまり、正常に送油びできなくなることびあります。 

このよラな場含はなの順唐で空気抜きをしでください。 

1.油タンク【こ給油します。 

^0 2.ストーブのコ''厶管□から、コ''ム製送ミ由管をはすします。 

グ ——^ 3•コ''厶製送ミ由管から'油び連続しで流れ出ることを確かめでからコ''厶製送油 

管をもとどおりにストーブに取り付けます。 

(油びこぼれないように客器を用意しでください。） 








運転開始前の準備と確認 


■定油面器のセット、取扱上の注意 

参初めで使用するときやシーズン初めには、ち側板ふたの巧から定ミ由面器リじット 
ボタン（ホ色）を下に巧しでください。 

参 IJt ットボタンは据え付け時やシーズン初め(こ操作します。ストーブ本体に強 
い衝撃をちえたり異常びあったとき]外は、特に操作する必要はありません。 
巧一、 点乂操作後な';由び出すにモニタサイン巧，' I または Lf 幻び表示される 
よラな場含はリじットボタンを押しでください。 

参リ它ットボタンは乱暴(こおったり、押したままの状態には絶対にしないでください。 

リ t ットボタン(ホ色） 

■送油経路の油漏れの確認 

•ミ由タンクや送油管の接合部などからミ由漏れが'ないか確認しでください。 

■電気配線の確認 

参 I 么注意1電源プラヴを〕ンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

•電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


A 注意電源プラグ•コードの発熱•発乂を防ぐために ••• 


参電源は必す適正配線された単相1 00 V のコンじントを使用しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

参雷び発をしたときは、電ろ部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコンたントから抜いでくださし、。 



国使用方法（使い方) 


運転開始（点义) 


操作部の自動または微少/乂力の換キーで、「自動」と「手動」による固定乂力運転の設定びできます。ご希望の運転 
ちまでご使用ください。 


〔点乂順序） 


微か一^巧 
し。.の. SI.W 


〈予熱中:点滅〉 

予熱完了 




义力賴 

A/raj 




f 風 Ma 


運おボタンを押してください 

参運転ランプが'点滅します。 


設定温度室内温度 


■义力調節「自動運お J の場台 i PPI 8 

自動運輯キーを巧して r 自動 J にしまず t - 


参デジタル表示部に設定温度と室内温度び表示されます。 （0^ 室温の調節8ページ） 
参ルー厶サーモじンサーによる自動運転となり、設定室温に自動調節されます。 
(ルー厶サーモじンサーは、できるだけ部屋の温度を代表できる位置に取り付けで 
<ださい。） 

•予熱び完3すると運転ランプび、点滅から点なに変わり自動点乂し温風び出ます。 


ま動運転にしたいときは••-微少/义力切換キーを巧してください 

■义力調節「手動による固定义力運乾」の場合 
微少/义力切換キーを巧して r 固定义力 J にしまず 

参デジタル表示部に、 「 Lo 」 び表示されます。 

•ず熱び完3すると自動点乂し、温風び出ます。 

♦微少/乂力切]換キーを巧すごとに、 「 Lo ^ 1 -^2 
一3一4一 Hi 一 Lo 」 の順塞でのりかわります。 

参ご希望の乂力に合わせ使用しでください。 

(0^ 乂力調節9ページ） 

自動運転にしたいときは••-自動運おキーを巧してください 



微少 ^ -►-強 

叶〇一 1 一2 一 3 一 4 一 Hi つ 

の順番に乂力び切りかわりまず。 


•着乂時、放電音と同時に着乂音を発することびありますび、異常ではありません。 

•点乂操作から放電(着乂)まで、室温によりず熱時間び多少変化しますび、約2分かかります。 
•着乂後、約1分で温風び出始めます。 








































室温の調節（自動運転） 

操作部の火力調節の自動運転キーを押しで「自動」にすると、ルー厶サーモじンサーによる自動運転となり、設定室 
温に自動調節されます。デジタル表示部に設定室温び表示されますのでなのよラに調節しでください。 



•温度設定キ ー 「+」を押すたびに VC すつ上びります。（上限30で) 
参温度設定キ ー 「一」对甲すたびに VC すつ下びります。（下限10で） 


•自動運転時に微少乂力でち室温び設定室温より上昇する場合、設定室温より3で上昇すると自動的に消乂する 
eco (エ〕 ） 運転をおすすめします。 ( P 8 eco (エ〕 ） 運転の項参照） 

室温び設定室温より3で上昇すると消乂し、お部屋のムダな暖めすぎを抑えます。 


eco (エコ）運乾 


eco (エコ）運転は、自動運転時に eco 運転キーを押すだけで設定温度び20でにのり換わり、じーブ消乂と 
ecot —ブ運転で厶ダな暖めすぎを抑え、快適で経済的な室温をキープします。 

また、自動運転時は最大乂力を70〜90%、手動運転時は80〜90%に抑えでお部屋の暖めすぎを防止します。 


白動運転時 


ワンタッチで設定温度を 
20でに自動の換え 
※設定温度は変更でさます 


•エコ運乾 



最大乂力を80%におさえ 
で室内を暖房 


> eco セーブ運輯 




ムダな暖めすぎを抑え、快適な 
室温を保ちます。 


•セーブ消义 




室温び設定温度より約2で 
上昇すると消乂し、設定 
室温まで下びると再点乂 
します。 


•室温び20で未満で30分上運転した場含は、最大乂力を90%におさえで運転します。 

•室温び20で]^上の場含、最大乂力を80%におさえで運転します。 

参室温び24で]^上で30分]^上運転した場含、（設定温度を22で]^上(こ設定）最大乂力を70%(こおさえで運転 
します。 


ま動運稳時 


•室温び20で]^上の場含、最大乂力を90%(こおさえで運転します。 

•室温び24で]^上で30分总上運転した場含、最大乂力を80%におさえで運転します。（乂力表示は最大のまま 
です） 



eco 運転キーを押してください 

参 eco 運転ランプび点灯し、自動運転の場合設定温度び20でに設定され 、 eco 
運転になります。 

参上記の設定温度20では初期設定ですので、温度設定キーによりご希望の室温 
を1〇で〜30でに設定できます。 

参手動運転の場合は最大火力時に eco 運転びはたらきます 

解除するときは••-再度、 eco 運転キーを巧してください 

参 eco 運転び解除されます。 （ eco 運転前の設定にちどります） 

参 eco 運転中に運転を停止し、再び運転を再開したときは、 eco 運転をおこな 
います。 































































































乂力調節（手動による固定乂力運乾) 


室温設定による自動運転の他に、お好みの乂力で暖房する手動乂力運転び巧能です。なのよラにしでください。 



運転停止（消乂) 


微少/义力切換キーを巧してください 

参「自動」運転中から微少/火力切換キーを1回押すと、 「 Lo 」 （微少乂力)になります。 
参微少/火力切換キーを巧すことにより 「 Lo 一 1 一2一3一4一 Hi 一 Lo 」 の順塞で 
火力びのりかわります。 

参3妙]上操作しないと、自動的(こ火力を確定します。押し続け(こよるキーの受け 
付けはおこないません。（操作の繰返しで H め、ら L 0 に切りかわったときは、操作 
音びピッ音からププッ音に変わります。） 


ストーブの据え付けや給排気筒の設置条件 
で、炎は多少変化します。 

[ 正常燃焼 1 

青い炎のかにかし黄色い炎が'混じっている 

C 細 Bsa 

•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの 
黄色い炎(ホ火)び混じつでち異常では 
ありません。 

V_ 

.響. 

J 


G 肖乂順序） 



運輯ボタンを巧してください 

参運輯ランプが'消なします。 

参消乂後は本体内部び冷却するまで送風を継続し、約10分後に巧流用送風機び停止 
します。 


• 么注意2曰总上家をあけるなど長期間使用しない場台は、運転が'完をに停 
止しでから電源プラグをコンたントから巧いでください。 

参外出のときは、必す運転を停止(消乂）しでください。 

•運転停止後、燃焼室び冷却するまで電源プラグを抜かないでください。ちし抜 
きますと、ス I ブ本体の温度び上昇し、ス I ブ故障の原因となります。 


現在時刻の合わせかた 



時計合せ 


参初めで使用するときや、電源プラグを巧いたときは、デジタル表示部は 
「-」ひみでされ秦 9。 

参操作部の表示切換キーを押しで「時計含せ」にします。 

現在時刻または「 ： 」び表示されます。 

♦ 

参「時」•「分」キーを押しで現在時刻を合わせます。 

1回押すごとに「時」は1時間、「分」は1分間進みます。 

巧し続けによるキーの受け付けちおこないます。 


「分」キーを押しで"午前6 :1 5" にします。 



午前•弓：••弓 


例：午前6時1己分に含わせる場合 


•「時」キー对甲しで"午前6 : 0 0" にします。 


〇 f 午前 C •广いつ時計含せ ■ 

画 )1 • 弓 。'。 J 



藝午前らぶり 


参時刻合わせをおこない表示切換キーを巧したとき、または5秒間操作びなく自動的に表示び切りかわったときに時 
計動作を開始します。 


>が[河 


•約1秒必内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありません。それ]^上の 
停電で、デジタル表示部に「-」び表示されたら時刻合わせをおこなつでください。 

























































おはよ 5 タイマー運転 



タイ7—合せ 


■おはようタイマー時刻の合わせかた 

現在時刻とおはよラタイマー時刻び設定されでいないと、おはよラタイマー 
運転はできません。 

•操作部の表示切換キーを押しで「タイマー合せ」にします。 

♦ 

• 「時」•「分」キーを押しでタイマー点乂時刻を含わせます。 

1回押すごとに「時」は1時間、「分」は5分間進みます。 

♦ 

隹表示切換キーを押しでください。 

これでおはよラタイマーじツト時刻び記憶されました。 

デジタル表示部には現在時刻び表示されます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 


•「時」キーを押しで"午前6 : 00" にします。 



I 午前- nn 


「分」キーを押しで"午前6 : 3 0" にします。 



乂ス 


温度/時刻合せ 



® 養午前 g ••みつ 


■現在時刻-おはようタイマーセツト時刻の確認 


現在時刻の確認 


参表示切換キーを押しで「時計合せ」に含わせます。 

11 : 1 : 31 ] 


午後 


時計表示(こ現在時刻び表示されます。 



おはようタイマーセツト時刻の確認 


>表示の換キーを押しで「タイマー合せ」に合わせます。 

午前 C - on 

U • JIU 時計表示(こタイマーじット時刻び表示されます。 


画 r ら••孤3 




〈解除するとさは…〉 



■おはようタイマー運輯のしかた 

参運転ボタンを巧しでください。 

(運転中の場含は運転ボタンを巧す必要はありません。） 

•運転するときのご希望の室温または、乂力に合わせでください。 



おはよラタイマーキーを巧してください 


(歐7 • 8ぺージ) 


•おはよラタイマーランプが'緑色に点なします。 

参デジタル表示部におはよラタイマーじット時刻び表示され、おはよラタイマー 
運転に入ります。約5秒後に現在時刻表示になります。 

•合わせた時刻になると、おはよラタイマーじット前の状態で運転を開始します。 
/手動乂力運転巧(こおはよラタイマーをじットされた場含は、手動乂力で選択^ 

\された固定乂力で運転を開始します。 / 


解除するときは••-運転ボタンを巧してください 

•おはよラタイマーランプが'消なします。 

•デジタル表示部に現在時刻び表示され、タイマー運転を解除し、消火状態にな 
ります。 


参おでかけのときのタイマー点乂は避けでください。 

•おはよラタイマー運転は、おやすみ1時間運転中からちじットできます。おやすみ1時間運輯後に消火し、おは 
よラタイマー時刻になると運転を開始します。 











































おやすみ 1 時間タイマー運転 



〈消乂するときは…〉 





■おやずみ1時間運乾のしかた 

•運転ボタンを巧しでください。 

(運転巧の場含は運転ボタンを押す必要はありません。） 


おやずみ1時間キーを巧して < ださい 

参おやすみ1時間ランプが'緑色に点なし、おやすみ1時間運転になります。 


•1 時間後に自動消乂し、同時にデジタル表示部び 「 OFF 」 になります。 

「 OFF 」 表示は運転ボタンを押すことにより解除され、時計表示になります。 


解除するときは••-おやずみ1時間キーを巧して < ださい 

•おやすみ1時間ランプが'消灯し、運転を継続します。 

消乂するときは••-運おボタンを巧してください 


参おやすみ1時間運転は、おはよラタイマー設定後に t ットすることはできません。 


チャイルド□ック 


お寺様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転ボタンを巧しでち点乂しないよラにする機能です。 



参ストーフ''が'停止しでいることを確認します。 

♦ 

チャイルド□ックキーを3秒む内に3回巧してください 

参チャイルド□ックびじットされ、デジタル表示部に n - C び点なします。 


瞄除するときは ••••• 

再度、チャイルド□ックキーを3砂な内に3回巧してください 

•デジタル表示部の n -® び消灯し、チャイルド□ックび解除されます。 


参運転中はチャイルド□ックのじットはできません。 

•停止中にチャイルド□ックをたットすると、チャイルド□ック解除必外のすベでの操作を受け付けません。 

(運転ボタンを押すと n - C 表示の点滅でお知らせします。） 

•チャイルド□ック中に停電びあつでち、再通電後ちチャイルド□ックを継続します。 


使用上の注意 


本書の「特にま意しでいただきたいこと（安全のため(こ必すお守りください）」の他に、次の項目についでちま意し 
でください。 

•クリーニング店、美容院などの化尊薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでくだ 
さい。 

•雷び発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧びかかつでち、過電圧防止装置び機器を保護するしくみに 
なつでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場合は、電寺部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンじントから抜いでください。 


D 























画まま装置 

このス I -ーブには次のよラな安全装置びついでいます。 

すべでの安全装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


ま全装置 

巧震自動消乂装置 

表示） 


原因-作動結果 

•地震や強い衝撃を受けたとき 

ク 

-自己診断モニタ[〇]表示 
-自動的に消乂 


処置方法 

わ任震によって作動した場合、周 
国の可燃物、機器の損傷、ミ由漏 
れ、給排気筒のはすれなど異常 
が'ないことを確認しでから点乂 
操作をしでください。 


点乂安を装置 
燃焼制御装置 

参フレームロツド 


>点火5スをしたとき 
>途中消火をしたとき 
び異常に小さいとき 




「に 

〕 表示 

での表示 

L (途中消火） 

(不着乂）_ 

停電安を装置 

( 

[ EE ] 

表示） 


自己診断モニタ [f G 表示または 
E ] 表示 
自動のに消乂 


•「曰常の点検-手入れ」 （0^ 14 • 
15ページ）をしでから点乂操作 
をしで < ださい。 

参なおち異常びある場含は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 
い。 


参停電したとき 
•電源プラグび抜けたとき 




•時計などのたットをしでから、 
点乂操作をしでください。 

•電源プラグを確認しでください。 


-通電後自己診断モニタ I 表示 
-白動的に消乂 


過熱防止装置 

参安をサーモスタット80で 
参サーモスタット 155で 


参フィルタやス I -ーブの前面びふ 
さびったとき 

•ストーブの前面に障害物などび 
友るとき 


ク 


•原因を取り除いでから点乂操作 
をしで < ださい。 

サーモスタツトび作動した場合 
は、リじツトボタンを巧しでく 
ださい。 


表示) 


-自己診断モニタ [ Tf '-;] 表示 
-自動的に消乂 



リじツトボタン 


不完を燃焼防止装置 

参ガスたンサー 

点滅表示） 


参排気び室巧に漏れ不完全燃焼防 
止装置び働いたとき 


ur 


自己診断モニタ 
自動のに消乂 


二夕 17^ 


〕な;減表示 


連続不完を燃焼通知機能 

点滅表示） 


参不完全燃焼防止装置び連続しで 
4回作動し「連続不完全燃焼通 
知機能」び働いたとき 


〕な;威表示 


再点乂防止機能 

点な表示） 


-自己診モニタ 
-自動的に消火 


>さらに不完全燃焼防止装置（不 
完全燃焼通知機能）び連続しで 
3回作動し再点乂防止機能が'働 
いたとき 


-自己診断モニタ [ T - ihI 点な表示 
-自動のに消火 
-再点乂できません。 


•部屋の換気を十分にしでくださ 
い。 

•排気管び外れでいないか、他の 
燃焼機器の驚響を受けでいない 
力、確認しでください。 


•部屋の換気を十分にしで、お買 
い求めの販売店に連絡しでくだ 
さい。 




国その他の装置 


装置の名称 


原因 • 作動結果 


処置方法 


排気管巧け検巧装置 

( 皮 S I 表示 } 


•排気管の接続部びはすれたとき 

参排気管抜け検知用リード線びは 
すれたり、断線したとき 


ク 


自己診断モニタ L £ SJ 表示 
ストーブの運転を停止 


参給排気筒および排気管の接続部 
に、はすれ-ゆるみびないか確 
認しでください。 

•排気管抜け検知用リード線のゆ 
るみまたは、はすれ-のれびな 
いか確認しでください。 

給が気筒 


排気管接続 □ 
(長いち） 



排気管巧け 
検知用 IJ ー ド線 


•回転数び異常にお下したとき 


燃焼用送風機異常検出装置 

( I び! I 表示） 


巧流用送風機異常検出装置 

( I Eel I 表示） 


過電流防止装置 

(表示部全消な） 



-自己診断モニタ I り引表示 
•ストーブ'の運転を停止 

参回転数び異常にお下したとき 



自己診断モニタ圧过]表示 
ス I -ーブの運転を停止 

>内部配線のショートにより過電 
流び流れたとき 


ク 


電流ヒューズび切れ、すべでの 
運転を停止 


参異常低下の原因を取り除いでか 
ら点火操作をしでください。 

参なおち異常びある場含は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 
い。 

参異常低下の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしでください。 


>お買い求めの販売店に修理を依 
頼しでください。 


異常温度検知装置 

•機内サーミスタ 


EIJ ) 表示) 


>フィルタやス I -ーブの前面びふ 
さびったとき 

>ストーブの前面に障害物などび 
あるとき 



自己診断モニタに01表示 
自動的に消乂 


•原因を取り除いでから点乂操作 
をしでください。 

参なおも圧互]表示び出る場合は、 
サーモスタツトのリじツトボタ 
ンを押しで < ださい。 

(欧12ぺージ） 


•燃焼中に停電したとき、再通電直後（圧白表示)点乂操作をすると圧包 J 表示び出ることびありますび、これはス 
卜ーブの温度び一時のに上昇するためで、異常ではありません。4〜5分ち却した後に、点火操作をしでください。 






画曰常の点検•手入れ 

点検-手入れのとをのま意 

— 1111 — — I — - M———— 

点検-手入れは消乂後、ストーブが'十分冷えでから、必す電源プラグをコンじントから巧いでおこなつでください。 
「么注意 I 電気部品の分解や巿販品との交換は絶対にしないでください。 

点検-手入れの必要項目、時期、方法 __ 

■周囲の可燃物（使用ごと） 

• r 么注意 I ストーブの周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでください。 

■ほこり•巧れ（使用ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつも清潔にしでご使用ください。 

■油漏れ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

参置台-ミ由タンク(こミ由漏れ-油のたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 

また、給油の際(ここぼれた灯油はよくふきとつでください。 

>な[河 !!■ 

•油漏れが'ある場含は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


■ゴム製送油管の，点検-交換の目ま（シーズンの初め) 


ごま意 


•コム製送油管は、屋外で使用しないでください。 

屋夕 I での使用は禁止されでいます。 

•屋内でコ''厶製送ミ由管を使用しでいるときは、手で少し曲げ膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れが'ないか確認 
し、欠点のあるときは交換しでください。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■油タンク（シーズンの初め、適時） 

•ミ由タンク内は水やごみびたまりやすいちのです。給油のとき、点検しでください。 

油タンク内の水おきおよび掃除は、ミ由タンク付属の取扱説明書にしたびっておこなっでください。 

■給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周囲（使用ごと） 

•給排気筒およびトップの周国に障害物を置いでいないか、ときどき点検 
しでください。 

参給排気筒が'つまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには 
必す点検し、くもが巣をつくったり異物び入っているときは、必す掃除 
しでください。 

•給排気筒および排気管の接続部びはすれたり、排気管抜け検知用リード 
線びはすれたり、断線しでいないか点検しでください。 

•給排気筒を一度取りはすしで、再び取り付けると含、排気管の接続内部 
y \排気管おけ検知用 ij - ド線 （こはめこんである0リンク'が'破損しでいないか確かめでください。 

•謝— 

•破損しでいた場合は、お買い求めの販売店に交換を依頼しでください。 
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■定油面器のストレーナの掃除（適時） C お買い求めの販売店(こ依頼しでください。） 

参定ミ由面器(こは、ごみを除くためのストレーナびついでいます。ごみびたまると、なミ由の流れをさまたげで、不着 
火や途中消火の原因となります。次のよラに掃除しでください。 





参油タンクの送'巧バルブを閱じでください。 



参ストレーナの掃除□にノ\ガキなどの厚紙を差しこんで、ミ由ガイドを作 
り、その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしで 
ください。 

定油面器のちれたなミをやごみび全部流れ出ます。 


参ストレーナを取り出しで、きれいな灯油の中ですすぎ洗いをしでくだ 
さい。（水で洗わないでください。） 

組み立てるときは 

参ストレーナコ''厶パッキンを忘れないよラにしでください。 

参ストレーナを逆に入れないでください。また、底部(黒色)び必す 
左横になるよラに取り付けでください。 

•ストレーナの止めねじを固くしめ付けでください。 

•ミ由漏れびないか確認しでください。 


■フィルタの掃除（週に1回 t ツ上） 

•巧流用送風機のフィルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表面 
温度び上昇する原因になります。[過熱防止装置(安全サーモスタット-サーモスタット)または機のサーミス 
夕の働きで運転び停止する場合びあります。] 

次の要領でス I -ーフ''裏面のフイルタの掃除をおこなつでください。 



参左図の矢巧のよラにフィルタを上に引き出し、ス I フ''裏面から取り 
はすしでください。 

畢 

•フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取つでください。 

畢 

•掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り付けでください。 


注意 I フイルタをはすしたまま運輯しないでください。 

フイルタをはすした状態で運転しますと、カーテンなどを巻きこん 
で乂災になるおそれびあります。また手などをふれるとけびをする 
おそれびあります。 


■地震などの災害が発生したときの点検 

•地震などの災害び発ちし、ス I -ーブに振動や衝擊び加わったときは、運転前に必す次の点検をおこなっでください。 

-給排気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-の油配管からのちれ確認 

点検で異常びみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
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回定期点巧 

長期間ご使用になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終3後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ店 
または修理資格客〔(お)曰本石油燃焼機器保守協含 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含 
修3畜(石油機器技術管理±)など]のいる店までお問い合わせください。 
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不完全燃焼防止装置の作動 


不完全燃焼防止装置検知部の異常 


手動運転になつでいる 


電源電圧 AC 100 V び低くなつでいる 


給排気筒トップ先端びおおわれでいる 


停電びあった （ lifc 表示) 


フレーム□ッド(こすすび多量(こ巧着した 


給排気筒接続部びはすれでいる。すきまびある。 
排気管抜け検知用 IJ ー ド線端寺接続のゆるみ 


ミ由漏れびある 


給排気筒のつまり 


ルームサーモじンサー取付位置び悪し、 


給排気筒工事不適当のため逆風現象びある 


巧流用送風機のフイルタにほこりびたまった 


給排気筒の設置び薑準通りでない。排気管び長すぎる 


定油面器に水、ごみの目ブまりびある 


コム製送ミ由管に空気だまりびある 


送ミをバルブび閉まっている 


地震びあった。または、ストーブに強い衝撃をちえた 


電源プラグをコンたントに差しこんでいなし、 


停 






CJ 

CD 

置震 
作自 
動動 
消 
乂 


■使用中に異常びありました5、次表により原因を調べて処置をしてください 

原因びわからないときや、処置びむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 
様ご相談窓□にご連絡ください。 

X デジタル表示部に自己診齡モニタび表示されます。 


皿脚奪-異甫の見分け方と処置方法 

■次のような現象は故障ではありません 

修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


初めで使用するとき、煙やにおいび出る。 

耐熱墨料やほこりび焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

予熱点火ち式のためず熱時間び2分程度必要です。 

(ず熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ」という音 
がする。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 

点火時に「ポン」と音びする。 

点乂するときに発をする着乂音で、異常ではありません。^ 


点乂時•消乂時 


口_| (ポットず熱不足) 


nu へ機巧サ 1 ///スタ' 
uA 温度異常 ' 


(疑似乂炎検出) 


Ln /^ 排気管巧け検知' 
rLA 装置作動 - 


S }；； 一(点乂しない) 


_しし (途中消乂) 






















































L- 

圍圓圓国圓圓圍圓国^^^^^^^^^^ 

■圓圓圓圓国圓国圓圆關 

■■ 

■■■口 ■■■■■■口 

■■■ロロ|»1国国国〇〇〇1〇^^^^国 

■■■〇 口 


直ちに部屋の換気をする。 

「不完全燃焼防止装置」 （[1^1 2ページ）の内容を点検する。 


販売店に連絡する 


自動運転に切りかえる 


「電源の接続」化^ 2ページ）の内容を点検する 


おおつでいるちのを取り除く 


:定室温、時刻などをじットし再度点乂操作をする 


すすを取り除く販売店に修理を依頼する 


給排気筒接続部のはすれ、またはゆるみを直す 


ちれ箇所をしめ直す（販売店に修理を依頼する) 


給排気筒を掃除する 


適正な位置に取り付け直す 


給排気筒の取り付けを適正にする 


フイルタのほこりをブラシなどで掃除する 


薑華通りに設置する 


送ミ由バルブをしめでストレーナをはすし、掃除する。ミ由タンクの水を巧く 


コ'ム製送ミ由管を振る。山形になつでいる所は平に直す 


送ミ由バルブを開く 


「地震などの災害び発生したとさの点検」 （[1^1 5ページ)の 
点検頂目を確認し、運輯ボタンを押し直し点乂操作をする 


コンじントに確実に差しこむ 


青炎の中【こ黄色い炎(ホ乂)び混じる。 

異常ではありません。 

給排気筒の先端から連続のに白煙び出る。 

外気温び低くなると、排気ガス中にふくまれでいる水蒸気び白く見 
えるためで、異常燃焼(こよる白煙ではありません。 

なミ由ぎれの際、一瞬炎び大きくなつで消乂する。 

異常ではありません。 

停電したと妾の再通電直後 （£0 表示） 
点乂操作をすると、£0表示び出ること 
びある。 

停電によりストーブの温度び一時的(こ上昇するためで、異常で 

はありません。4〜5分ち却した後に、点乂操作しでください。 

ソ 


黒煙を出しで燃える 


炎び大きくならな：3 


室温びおいのに乂び 
大さ < ならない 


爆発的な燃焼をする 


灯油のにおいびする 


音をたでで燃える 


方ラス円筒びすすける 


燃焼時•その他 


電源び入らない 























































自己診断モニタ 


ストーブにトラブルび発生すると、トラブル箇所がデジタル表示部に記号表示(自己診断モニタ)されます。 
この場合は記号表示の内客を、スI-ーフ''ち側面に巧刷された自己診断モニター覧表、または「故障•異常の見分けち 
と処置ちま」 （0^17 -18ページ)をご覧の上、必要な処置をしでください。 




曲イ点切 


〈自己診断モニター覧表> 



巧震自動消乂装置作動 


過熱防止装置’ 


排気管抜け検知装置作動 


ルームサーニ 


燃焼用送風機異常検出 


巧流用送風機異常検出 


空気サーミスタ温度異常 


機内サーミスタ温度異常 


不完全燃焼防止装置検知部異常 


不完全燃焼防止装置作動 


連続不完全燃焼通知機能作動 


再点乂防止機能作動 


解除方法 





運輯ボタンを押し 
で < ださい。 



電源プラグを抜き、 
再び入れ直しでく 
ださい。 


運転ボタンを 
押しでくださし、。 


解除できません。 


WA 


編!が[间 

•販売店に連絡しでいただく際は、表示しでいる自己診断モニタちお知らせください。 































































团部品交換のしかた 

■部品交換のとをのま意 

么ま意 I 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び'必要な場合には、お買い求めの販売店または、 
修理資格者〔(財)曰本扫油燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習舍修了者(石油機器技術管理±)など]のいる販 
売店にご相談 < ださい。 

巧品巧巧はとごおちください。 


部品ご入用の際には、コ□ナ製品取扱販売店で 必すコ□ナ純正部品と ご指定ください。 

純正部品]^外の部品をご使用(こなりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思わめ 
事故の原因になります。 


消耗•劣化しやずい部品（交換び必要な部品) 

1 ^ 


^ 項目 

巧容 1 

使用期間により交換び必 
要な部品 

バーナヘッド-バーナヘッド U ング-スクルトン-電極(点乂プラグ） 

フレー厶□ッド*ガラス円筒*各種パッキン 

環境により劣化しやすい 
部品 

給排気筒系部品*プ U ント配線板-燃焼用送風機-ゴム製送油管 
巧流用送風機-ガスじンサー 

変質*不純なミあの使用に 
より劣化しやすい部品 

気化筒-電磁ポンプ*定ミ由面器 

J 


旧な管（長期巧使用しない場合) 

おしまいになるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコン它ントからないでください。 

♦ I 么注意、 I 長期間使用しないときは、電源プラグを抜いでください。 


2•巧タンクのを巧バルブを閉じでく ださし、。 

3•フイルタの掃除をしてください。（原 M 5 ぺ-ジ）_ 

4•定巧面器巧のなミ由をすべで巧き取つでください。 15 ぺ-ジ) 
5•本化のごみやほこりを取つでください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 


6•本化をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7•ストーブはおえ巧けたまま保管しでください。 

♦温風吹出□や背面のフイルタにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

•どラしでち取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいく 
ださい。 

•なシーズンに据え付けるときには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 


♦取扱説明書ち大切に保管しでください。 
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m 


FF - GX 5510 M 


FF - GX 4210 M 



燃料消費量 


発熱量 

及び 

熱効率 


暖房出力 


熱効率 


標準適室 


最大 


最局 


お 


温暖地 


寒ち地 


電源電任及び周波数 


待機時消費電力 


給排気筒の型式の呼び 


給排気筒の呼び径 


給排気筒の壁實通部の孔径 


排 気温 度 


電流 


気化式-屋内用-強制給排気形-強制な流お 


電気点火式 


なミあ （ J に1号なミ由） 


6.36 kW (0.618 L ル） 


4.87 kW (0.473 L / h ) 


2.26 kW (0.22 L / h ) 



22,890 kJ/h 
熱効率 86.0% 


5.47 kW 


8,150 kJ/h 
熱効率 87.5% 


17,520 kJ/h 
熱効率 86.0% 


4.19 kW 


87.5% (発熱量最小時） 


86.0% (発熱量最大時） 



木 造23.0の2(14置)まで 

コンク U - 卜 31. 5の2 (19 置)まで 


木 造23.0の2(14置)まで 

コンクリート 38. Om ^ に3置)まで 


高さ600 mm 幅 466 mm 


木 造18.0の2(11畳)まで 

コンクリート25.0の2 (15 置)まで 


木 造18.0の2(11置)まで 

コンク IJ - 卜29.5の2 (18 置)まで 


奥行 238 mm (置台を含む） 



100 V 50/60 HZ 


最大消費電力(点乂時） 860/860 W 最大消費電力(点火時） 860/860 W 


燃焼時消費電力 


24/25 W 燃焼時消費電力 


QU 40-4 


(/)65 mm 〜 075 mm 


260 で]^下 


18.5/20 W 



の他の装置 


巧震自動消火装置-点乂安全装置-燃焼制御装置 
不完全燃焼防止装置-停電安全装置-過熱防止装置 


過電流防止装置-排気管抜け検知装置-異常温度検知装置 
燃焼用送風機異常検出装置-巧流用送風機異常検出装置 


給排気筒トップ1個•スリーブ1個•遮熱板1個•ふたカバー1個•本体固定金具2個 
コ''ム製送油管締付バンド2個 • 取扱説明書 • 工事説明書 • 所有客票•ねじ2個 J 


標準適室は、巧団法人-曰本ガス石油機器工業含の篡定薑準によります。 
































































プリント配線板端子配置図 



画ア フターサー ビス 

■保証について 

•このコ□ナ扫ミ由スIブには保証書び巧いでいます。 

保証書は、必す「お買いあげ曰、販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。内容 
をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

•保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間（本体）です。（燃焼部分は3年間） 

•次のよラな原因による故障および、事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。（詳し 
くは保証書をお読みください。） 

■変質な油や不純な油など、またなミ由 Ul 外の燃料使用による故障や事故。 

■誤った使用ちまによる故障や事故。 

■修理を依頼されるとをについて 

♦「故障-異常の見分けちと処置ちま」 （ 0^17 -18ページ)の項にしたびってお調べください。直らないときは、ご 
使用を中止し、必す電源プラグをおいでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名③型式の呼び⑤お買い上げ曰④故障のが況（出来るだけ具体的に） 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびっで、販売店び修理させでいただきます。 
•保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる場含には、ご希望により有料で修理させでいただきます。 
•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ごホ目談窓□」にお問い合わせください。 

•修理料金は、技術料、部品げ、出張料などで構成されでいます。 

■補修用性能部品について 

•当巧では、この製品の補修用性能部品を製造巧ちのり後、7年保有しでいます。 

•補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡巧 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓□」にご連絡ください。 
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ストーブの据え付けは下図を満足させる位置に取り付けでくださし、。 

/'、，''可燃物、 ，1' 



本体固定を具 


巧， 


150 cm 
な上 


m 


X2cmUUi 


/巧燃物- 


60 cm 


n 排気 

除 

む 


20 cm 

上 


V 可燃物む y - 

60 cm じ I 上 


•側ち障害物は、両側にあつでちよいび給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45cm]^ 上とつでください。 

参前ちに厮や建物びある場合は給排気筒先端と前ち障害物との距離は 60cmJ^ 上離し、かつ上ちおよび両側ちに気 
流を阻止する障害物びないよラにしでください。 

•給排気筒下面は地面から 20cm 必上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさびれ 
るおそれのない高さを確保しでください。 

[マントルピースなどに設置ずる場合のストーブ周囲寸法] 

ストーブ前面び壁面より 
内側に入らないこと 




※巧のプまは、防乂性能評定 
委員含によりお接認定され 
たちのです。 


給排気筒を延長する場合の注意 


参あ合排気筒を延長する場合は、 3m3 曲がり下で取付けられる場所を遇定しでください。 

積雪地区における注意 


参積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取巧場所を選定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 


据え付け後の確認 


国据え付け•ち設 

据え付け.移設 工事は販 売店に依頼する 

据え付けや移設工事は販売店または据イ寸業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないで < ださい。 

据え付け場所の選定及び標準据え付け例 

据え付けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術薑準などまちの薑準びあります。工事説明書（工事編） 
の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店又は据付業者と 
よくご相談しでください。また、「標準据え付け例」（こついでは、下図を参照しでください。 

標準据え付け例 



据え付けが'終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必 
すお守りください）」をお読みになり、工事説明書（工事編）に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラか 
を確認しでください。 
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中/むに台わせでください 


2.遮熱板を取付けます。 

取り付ける□ッドの位置（下から6本目と8本 
目）と中/じ\を確認し、□ッドを少し巧しなびら 
遮熱板をはめ込みます。 

ほラろラ加工を痛めますので、□ツドの巧し過 
ぎにミ主意しでください。 


參位置を間違えますと、歷熱の効果び得られません。正しく取付けでください。 
試運転 試運転は販売店または据付業者とごいつしよに必すおこなつでください。 


I 運輯宰備 1.油タンクに給ミ由し、送';由経路の空気抜きをしでください。（欧空気抜きのちま6ぺージ） 

2. 送ミあ経路やスIブより油漏れびないか確認しでください。 

3. 定油面器を t ットしでください。 （0：^ 定ミ由面器のじット7ページ） 

4. 


■運転(点义) 


A 注意 J 電源プラヴを〕ンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

運輯ボタンを押してください 

参運転ランプが'点滅します。 

参約2分後に点乂し、運転ランプび点なにかわります。 
•点乂後、約1分で温風び出始めます。 



〈予熱中：点滅〉 

予熱完了 


■停 



CS5P 


参初めでお使いになるときは、耐熱塗料び焼けで煙と臭いびでますので換気を 
おこなつでください。 


参異常びなければ微少/火力切換運転キーで、自動運転から手動による固定乂 
力運輯にし、乂力調節を 「Lo^1 ^2^3^4^Hi」 に設定しでください。 
(各火力で1分]^上確認しでください。） 


炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎(ホ乂)びまじつでち異常では 
ありません。 

炎の確認び終3したら、自動運較キーで自動運転に戻しでください。 


運おボタンを巧してください 

•運転ランプが'消なします。 

•消火後は本体内部びち却するまで送風を継続し、約10分後に巧流用送風機 
び停止します。 


•正常運較しない場含は、「故障-異常の見分けちと処置ちま」（欧17 -18ぺージ)を参照しでくださし、。 
•長期間の保管後、再び設置する場含も「試運転」の手順にしたびい、試運転をおこなつでください。 


ネ刀めでお使いになるとさのミ主意 


•初めでお使いじなるときは、耐熱塗料などび焼き付くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓をあけで部屋の換気をおこなつで 
ください。また、小鳥やル動物などに影響する場合び考えられますので、この間は部屋に入れないでください。 


遮熱板の取付方法 


参歷熱板はストーフ''前面の床面の温度上昇を防ぐちのです。 

長時間ストーブを使用すると、熱に弱い力一ぺツトや床び変色したりそり返ることびあります。 
床面の温度上昇び気になる場合、遮熱板を前面ガードに取付けでください。 


下から8本目下から6本目 


差 

ら 

か 

側 

上 〇 

K す 

ツま 

□ み 

、込 

。で差 

す順を 

ま手側 

けの下 

付逆で 

取はげ 

をと上 

ド時ち 

-た持 

ガ〕 

面すみ 

前は込 
え 


方 

す 

取 

の 

板 

熱 

遮 


に 

ぶ 

< 

引〇 

こ、一 

。前さ 

す手だ 

まら< 

しかで 

すでし 

はげす 

り上は 

取ちを 

を持ド 

ドを- 

-部乃 

ガ A 面 

面の前 

前図で 
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修理サービスや製品についでのごす目談は機種名をご確認の上、 
お質いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


ご転居やご贈營品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□にごホ目談く 
ださい。 

名称、所在地、電話塞号は、変更する場合びありますのでご3承ください。 


コ□ナサービスセンター 
麻01 20-919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 


携帯電話 ‘ PHS 等か5は 
最畜のサービスセンター 
へ直接おかけください。 


FAX 01 20-919-322 


北海道地区 


東北地区 


札 

幌 


ち 

店 

札幌市白石区平和通16 了目南 1-1 9 

ホし幌サー 

ビス它ンター 

札幌市白石区米里3条2 了目 6-25 

函 

館 

営 

業 

巧 

函館市西倍梗の2 1-2 

m 

川 

営 

業 

戸斤 

化川市東化川南1条 2T 目2-己 

帯 

広 

営 

業 

巧 

帯広市西18条北 1T 目 17-1 

訓 

路 

営 

業 

巧 

訓路市花園の 4- 17 

北 

見 

営 

業 

戸斤 

北見市美ち 1-30 

青 

森 


支 

店 

青森市ち館1了目 12-38 

青森サービスじンター 

青森市ち館1了目 12-38 

秋 

旧 

営 

業 

巧 

秋田市泉中央 4T 目 4-1 8 


干003-0028 
干003 -0873 
干 041-0824 
干 078-8261 
干080 -0048 
干08己-0038 
〒〇 90-0064 


TEU0 11 )864-0440( 代表） 
TEU01 1)879-2121 (代表） 
TEU01 38)48-6070( 代表） 
TEU01 66)37-2330( 代表） 
TEU01 55)35-751 8(代表） 
TEU01 54)24-41 91(代表） 
TEU01 57)26-21 03(代表） 


FAX の1 1)863-3154 
FAX の1 1)871-2400 
FAX の 138)48-6080 
FAX の 166)37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-21 07 


秋田サービスじンター秋田市が胆りI王千刈 109-1 
八戸営業所八戸市売巿4 了目 4-7 
八戸サービスじンター八戸市売市4 了目 4-7 
弘前営業所弘前市田園 1-2-1 
弘前サービスたンター弘前市田園 1-2-1 
盛岡営業所盛岡市門 2-1-42 
盛岡サービス它ンター盛岡巿門 2-1-42 


干030 -0946 TEUOl 7)742-8255( 代勤 
干030 -0946 TEUOl 7)743-2971 (代表） 
干01 0-0917 TEUOl 8)864-5671 (代表） 
干01 0-0802 TEL(018)864—52 19(代表） 
干031 -0073 TEU01 78)24-5289 (代表） 
干031 -0073 TEUOl 78)47-6609 (代表） 
〒〇：36-8086 TEU01 72)28-3910 (代表） 
干0：36-8086 TEU01 72)26-4770( げ表） 
干020 -0823 TEUOl 9)622-4791 (げ表） 
干020 -0823 TEUOl 9)604-0281( げ表） 


FAX の 17)742-8275 
FAX の 17)743-1 118 
FAX の 18)864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX(01 78)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の 172)28-01 91 
FAX の 172)29-1 133 
FAX の 19)622-5244 



水 

衣 

営 

業 

m 

奥州巿水巧区水お工業団地4 了目79 

干 023- 0002 

TEUOl 97)22-41 55(代表） 

FAX の197に 2-4452 


仙 

心 


ち 

店 

仙台市宮城野区曰ノ化の1 -7-32 

干 983-0035 

下[1_(022に35—3181(代贵 

FAX の22に: 36— 8810 


仙台サー 

ビスじンター 

仙台市宮城野区曰ノ出の1 -7-31 

〒983-0035 

TEU022)783— 179 U 代表） 

FAX の 22)783- 1792 


郡 

iij 

貪 

業 

巧 

郡山市亀田 1-51-9 

〒963-8033 

TEU024)938-2240 (代表） 

FAX の 24)938-3021 


山 

お 

営 

業 

所 

山お市東青田 3-6-28 

〒990-2423 

TEU023)642-3255 (代表） 

FAX の 23)642-3254 


圧 

内 

営 

業 

所 

酒田市錦の 1-183-1 

干 998-0103 

TEU0234)31-0571 (代表） 

FAX(0234)31-0581 


首 

都 

圏 

ち 

店 

東京都北区豊島 8-4-8 

干1 14-0003 

TEU03)3927-1 151(代表） 

FAX の 3)3927-1 160 

巧を仙17 

首都圏サービスじンター 

東京都化区豊島 8-4-8 

干1 14-0003 

TEL(03)3911-1131( 代表） 

FAX の 3)3927- 1130 

民!巧巧 S に 

ま 

京 

営 

業 

巧 

東京都化区豊島 8-4-8 

干1 14-0003 

TEL め 3)3927-1 152(代表） 

FAX め 3)3927-1 160 


で 

)11 

営 

業 

所 

立川巿高松の 1-22-3 

干 190-001 1 

TEU042)519— 5271(代表） 

FAX め 42)528— 2382 


千 

葉 

営 

業 

所 

松戸市高塚新田 95-5 

干 270-2222 

TEL の 47)312— 8330(代表） 

FAX の 47)31 2—83% 


橫 

お 

営 

業 

所 

横浜市戸塚区原宿4 了目 7-1 3 

干 245-0063 

TEL の 45)852— 4008(代表） 

FAX の 45)852-5540 


甲 

m 

営 

業 

ph 

山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 

干 409-3866 

TEU055)268- 1567(代表） 

FAX の 55)268- 1569 


北 

関 

東 

ホ 

朽 

さいたま市北区宮原町1 -674-2 

干 331-0812 

TEU048)651- 1722(代表） 

FAX の 48)651-6370 


芦 

いた 

去 

営業 

所 

さいたま市北区宮原の1-674-2 

干 331-0812 

TEU048)651- 1231(代表） 

FAX の 48)651-6370 


局 

崎 

営 

業 

所 

高崎市問屋 ffl 了西 1-3-22 

干 370-0007 

TEL(027)361— 4806(代表） 

FAX の 27)361-9 139 


宇 

都宮営業 

所 

宇都宮巿築瀬町2313 

干 321-0933 

TEL の 28)632-51 05(代表） 

FAX の 28)632-5205 


太 

ffl 

篱 

業 

所 

太田市高林東町237日 

干 373-0825 

TEU0276)38— 6571(代贵 

FAX の 276)38-5508 


水 

戸 

営 

業 

所 

水戸市笠原の 653-2 

干 310-0852 

TEU029)241-21 72(代表） 

FAX の 29)241-4268 


つ 

くば営業 

所 

つくば巿谷田部 6788-1 9 

干 305-0861 

TEL の 29)839— 5325(代表） 

FAX の 29) の 6- 1913 


信越， 


新 潟る 店 
兰条サービス它ンター 
新潟東営業所 
長野営業所 


兰条市曲浏 3-2- 15 
王条巿曲浏 3-2- 15 
新潟市索区江南 1-6-41 


干 955-0864 TEU0256)32-2126( 代勤 

干 955-0864 TEU0256)32-2129( 代勤 

干 950-0855 TEU025)286-913U 代表） 

干381 -0022 TEU026)221-51 1 U 代勤 


路臟離=握帮 

FAX の 25)286-331 3 


北陸地区 

松 

本 

営 

業 

所 

松本市を賀大夕保原7852 

干 399-0033 

TEU0263)26 - 0051(代勤 

FAX の 263)25 — 9961 

金 

お 


る 

店 

金ミ尺市駅西新の 1-1- 25 

干 920-0027 

TEL(076)260-0567( 代黃 

FAX の 76)260-0775 


金ミ尺サー 

ビス它ンター 

金お市駅西新の 1-1-25 

干920-0027 

TEU076 に 60-0038( 代表） 

FAX の 76)260-0738 


富 

山 

営 

業 

P 斤 

富山市田中町 2-3-1 已 

干 930-0985 

TEU076)444-0567( 代表） 

FAX の 76)444-061 1 


福 

井 

営 

業 

P 斤 

福片市和田ま 1-607 

干 918-8237 

TEU0776)23 - 0567(代勤 

FAX の 776)23 — 0580 

東海地区 

ち 

ち 

匡 

る 

店 

各ろ屋市熱田区桜田の 16-11 

干 456-0004 

TEU052)746-6600( 代表） 

FAX の 52)884-6 己51 

各ち屋サービス它ンター 

各ち屋市熱田区桜田町 16-11 

干 456-0004 

TEL(052)746-6603( 代表） 

FAX の 52)884-6554 

静 

岡 

営 

業 

所 

静岡市駿;'可区高松 2-15-30 

干 422-8034 

TEL(0 日 4)238-0005 (代表） 

FAX の 54)238-0006 


岐 

草 

営 

業 

所 

岐阜市六条南 2-7-8 

干 500-8358 

TEU058)268-7555( 代表） 

FAX の 58)268 - 7550 


ま 

営 


業 

所 

津巿高茶屋 3-29-38 

干 514-0819 

TEL(059)234-8471( 代表） 

FAX の 59)234— 8472 


沼 

ま 

営 

業 

P/T 

沼津市西椎路 888-1 

干41 0-0303 

TEU055)968-6210( 代表） 

FAX の 55)968— 6212 


大 

阪 


ち 

店 

吹田市南金田 1-8-47 

〒己 64-0044 

TEL(06)6380-21 11(代表） 

FAX の 6)6386-7262 

;斤幾 • 

大阪サービス它ンター 

吹田市南金田 1-8-47 

〒已 64-0044 

TEU06)6386-5670( 代表） 

FAX の 6)6386-5588 


局 

松 

営 

業 

巧 

高松市今里の 1-8-5 

干 760-0078 

TEU087)835-1711( 代表） 

FAX の 87)835-01 60 

四国地区 

京 

都 

営 

業 

か 

京都市伏見区竹田段ノ川原の 70-1 

干 612-8414 

TEU075)643-2002( 代表） 

FAX の 75)643-0870 

ネ申 

戸 

窝 

業 

か 

ネ申戸市西区ほ吉 5-1 32 

干 651- 2133 

TEL(078)922-2431 (代表） 

FAX の 78)922-2438 

ち 

根 

営 

業 

か 

彦根市正ま寺の南出78 

干 522- 0024 

TEU0749)24-6239( 代表） 

FAX の 749)26-2 り6 


福 

知山営業 

か 

福知山市荒;'可東の68 

干 620-0061 

TEL(0773)22-0827 (代表） 

FAX の 773)23-7592 


広 

島 


る 

店 

広島市安佐南区祇園 3-27-20 

干 731-0138 

TEU082)871-3310 (代表） 

FAX の 82)871-3306 

中国地区 

1 ム島サー 

ビス它ンター 

広島市安佐南区祇園 3-27-20 

〒731-0138 

TEU082)871-3315 (代表） 

FAX の 82)871-0272 

岡 

III 

営 

業 

P 斤 

岡山市化区辰己 35-1 03 

干700 -0976 

TEL(086)243-7751 (代表） 

FAX の 86)243-7 191 


米 

ゴ 

営 

業 

P/T 

米寺市目夕美の 235-1 

干 683-0035 

TEU0859)33-81 日7(代表） 

FAX の 859)23-0709 


徳 

山 

営 

業 

PiT 

周南市徳山まーノ片手5631 -4 

干 745-0882 

TEU0834)22-5567 (代表） 

FAX の 834)22-5589 


九州地区 


福 岡 支店 
福岡サービス它ンター 
北九州営業所 
鹿巧島営業所 
熊本営業所 


沖縄地区 


07129002 


巧 

本 

島営 
営 

業 

業 

所 

所 

崎 

営 

業 

所 

崎 

営 

業 

巧 

分 

営 

業 

所 

縄 

営 

業 

巧 


本な 

-工場 


柏崎 

ェ 

場 


長岡 

エ 

場 


福岡市博を区東比恵 2-2-40 

福岡市博を区東比恵 2-2-40 

北九州市ル倉北区愛若 2-6-4 

鹿巧島市田上 7-1 6-己 

熊本市尾ノ上 1-11-12 

長崎県西彼巧郡時津の左底郷お田 74-1 

宮崎市露島 3-59-2 

大分市兰佐 1-19-7 


干 812-0007 
干 812-0007 
干 803-0828 
干890-00：34 
干 862-091 3 
干 851-2106 
干 880-0032 
干 870-01 08 


TEU092)474-5771( 代表） 
TEU092)474-600U 代表） 
TEU093)592-861 U 代表） 
TEU099)281- 1321(代表） 
TEU0%)367-7361 (代表） 
TEU095)882-7710( 代動 
TEU0985)29- 1680(代表） 
TEU097)523-5161 (代表） 


FAX の 92)474-5775 
FAX の 92)474-641 4 
FAX の 93)592— 8666 
FAX の 99)281-1252 
FAX の 96)369 — 6323 
FAX の 95)882-7767 
FAX の 985)25-0685 
FAX(097)523-5162 


宜野這市宇地;'白738 
シー サイド- パー ク102 


干901 -2227 TEU098)897-5677( 代表 ） FAX の 98)897-5679 


兰条市東新保 7-7 干9日日-8510 TEL(0256)32-21 11 ( 大代表） 

柏崎市宝田: [2-58 干94己-0817 TEL(02 已 7)23 — 517己(代表） 

長岡市下条の詹ノ浦1069干 940-1 146 TEL(02 已 8)22 — 2121 ( 代表） 


株ぶ舍ネ王 


205WA0805 - 0 


ホームぺージ http：//WWW 


KM 
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na.co.Jp/ 




